
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
六
号

拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
二
千
五
年
十
二
月
十
六
日
の
国

際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
北
朝
鮮
の
人
権
状

況
に
関
す
る
決
議
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
喫
緊
の
国
民

的
な
課
題
で
あ
る

ら拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
と
す
る

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際

社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
に
か

ん
が
み
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す

る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態

を
解
明
し
、
及
び
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

（
国
の
責
務
）

第
二
条
　
国
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
国
家
的
犯
罪
行
為

で
あ
る
日
本
国
民
の
拉
致
の
問
題
（
以
下
「
拉
致
問

題
」
と
い
う
。
）
を
解
決
す
る
た
め
、
最
大
限
の
努
力

を
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
政
府
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
、
又
は

拉
致
さ
れ
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
日
本
国
民
の
安
否
等
に

つ
い
て
国
民
に
対
し
広
く
情
報
の
提
供
を
求
め
る
と
と

も
に
自
ら
徹
底
し
た
調
査
を
行
い
、
そ
の
帰
国
の
実
現

に
最
大
限
の
努
力
を
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
政
府
は
、
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
に
関
し
、
国
民
世
論
の
啓
発
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
の
実
態
の
解
明
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
三
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
国
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、

拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
す
る
国
民
世
論
の
啓
発
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

（
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
）

第
四
条
　
国
民
の
間
に
広
く
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
を
設

け
る
。

２
　
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
は
、
十
二
月
十
日

か
ら
同
月
十
六
日
ま
で
と
す
る
。

３
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
年
次
報
告
）

第
五
条
　
政
府
は
、
毎
年
、
国
会
に
、
拉
致
問
題
の
解
決

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
の
報
告
を
提
出
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
際
的
な
連
携
の
強
化
等
）

第
六
条
　
政
府
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
、

又
は
拉
致
さ
れ
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
日
本
国
民
、
脱
北

者
（
北
朝
鮮
を
脱
出
し
た
者
で
あ
っ
て
、
人
道
的
見
地

か
ら
保
護
及
び
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
他
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
の
被
害
者
に
対
す
る
適
切
な
施

策
を
講
ず
る
た
め
、
外
国
政
府
又
は
国
際
機
関
と
の
情

報
の
交
換
、
国
際
捜
査
共
助
そ
の
他
国
際
的
な
連
携
の

強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
支

援
等
の
活
動
を
行
う
国
内
外
の
民
間
団
体
と
の
密
接
な

連
携
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
政
府
は
、
脱
北
者
の
保
護
及
び
支
援
に
関
し
、
施
策

を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３
　
政
府
は
、
第
一
項
に
定
め
る
民
間
団
体
に
対
し
、
必

要
に
応
じ
、
情
報
の
提
供
、
財
政
上
の
配
慮
そ
の
他
の

支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
施
策
に
お
け
る
留
意
等
）

第
七
条
　
政
府
は
、
そ
の
施
策
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

拉
致
問
題
の
解
決
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
状
況
の
改
善
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
十
分
に

留
意
す
る
と
と
も
に
、
外
国
政
府
及
び
国
際
連
合
（
国

際
連
合
の
人
権
理
事
会
、
安
全
保
障
理
事
会
等
を
含

む
。
）
、
国
際
開
発
金
融
機
関
等
の
国
際
機
関
に
対
す
る

適
切
な
働
き
か
け
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
状
況
が
改
善
さ
れ
な

い
場
合
の
措
置
）

第
八
条
　
政
府
は
、
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
日
本
国
民
に
対
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
状
況
に
つ
い

て
改
善
が
図
ら
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
国

際
的
動
向
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
特
定
船
舶
の
入
港

の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第

百
二
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
、

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

二
百
二
十
八
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置

そ
の
他
の
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
日
本
国
民
に
対
す
る
人

権
侵
害
の
抑
止
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。附

　
則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
七
月
六
日
法
律
第
一
〇

六
号
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

1


